
ダム整備が効果を発揮 （北海道 札内川ダム） （国管理）
さつ ない がわ

○平成28年8月29日～8月31日の台風第10号に伴う降雨により、札内川ダムにおいては、既往最大の流入量を
観測。

○札内川ダムの防災操作によって、ピーク時で約530m3/sの水量を抑え、下流の帯広市（南帯橋水位観測所）で
は、水位を約6cm低減させる効果があったものと推測されます。
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※本資料の数値は速報値であるため、今後の調査で変わる可能性があります。

水防団待機水位 EL=76.60m 約6cmの水位低減
はん濫注意水位 EL=77.40m

実績水位：79.47m

ダムが無かった場合の
水位：79.53m

計画高水水位 EL=79.31m

南帯橋水位観測所地点における水位低減効果

札内川ダム
（北海道中札内村）

ダムより下流約44km地点

札内川ダム貯水状況

防災操作終了
EL=486.07m

防災操作開始
EL=469.47m

防災操作によってダムに
貯めた水量約2,440万m3


